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第１節 テーマの設定 
 

亀岡市は、まわりを山々に囲まれており、保津川をはじめとする河川や豊富な地下水

といった水環境に恵まれています。これらは、本市の自然の大きな特徴であると同時に、

アユモドキやオオサンショウウオ、ホトケドジョウといった貴重な生物を含むさまざま

な生物の生息空間でもあります。また、この豊かな水を使って古くから「都の米倉」と

して広大な田園地帯が形成され、里山など日本の原風景とも言える景観を形成していま

す。私たちは、次の世代のために、この豊かな環境を守っていく責務があります。 

また、亀岡市は大阪、京都という２つの大都市に近接していることから、近年までは

人口増加傾向にありました。現在は、人口が減少傾向にありますが、亀岡に暮らす私た

ちにとって、将来にわたって快適で安全な生活の場でありつづける必要があります。そ

のためには、私たち一人一人の心がけが大切になってきます。 

このような背景から、第２次亀岡市環境基本計画のメインテーマは、第 4 次亀岡市

総合計画～夢ビジョン～第 5 章から「人と環境にやさしいまち かめおか」に設定し

ました。 

さらに、このメインテーマの実現には、すべての市民が亀岡の豊かな自然を実感して

誇りを持ち、子や孫へ引き継いでいくことが必要との認識のもと、「豊かな自然にめぐ

まれ、人々がいきいきと住めるまち「かめおか」 誇りを持って次世代に引き継ごう」

をサブテーマとして設定しました。 

 

 

 

人と環境にやさしいまち かめおか 

～豊かな自然にめぐまれ、 

人々がいきいきと住めるまち「かめおか」 

誇りを持って次世代に引き継ごう～ 
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第２節 目指す環境像 
 

 本計画の第 1 章第 3 節（３）計画の対象で分類した４つの領域ごとに「亀岡市の目

指す環境像」を設定し、将来のあるべきまちのイメージを描きながら、計画期間に展開

する施策の方向性を示します。将来のまちのイメージは、本計画の目標年となる１０年

後（2021 年）のイメージを示しています。 

 

（１）生活環境・快適環境 

 

亀岡では環境に配慮したまちづくりの制度が進み、周囲の景観に溶け込んだ城下町

のたたずまい、中心市街地のにぎわい、農村部での農作物の豊かな実り、それぞれの

地域の特徴を生かしたまちとして整備され、環境に恵まれた住みやすいまちとして人

口も増加しています。 

人々は散策やウォーキングを楽しみ、公園や川辺でゆったりと過ごしながら、環境

と健康に配慮したライフスタイルが主流となっています。 

 安全・安心のまちづくりを進めるため、大人も子どももお互いを思いやりながら、

より良い環境づくりについて実践しています。企業の環境配慮も定着し、市民や市と

ともに協働による環境まちづくりに取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境と健康に配慮した生活 
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（２）資源循環・廃棄物対策 

 

市内の生ごみからつくられた堆肥で、有機野菜や草花が育てられています。商店で

は、マイバッグを持った人たちが必要な分だけ買っていきます。 

亀岡では、すべての市民・事業者に「ごみになるものを買わない・つくらない」と

いうリデュース（減量）が意識づけられ、「リサイクルよりもリユース」を大切にす

る生活に変わり、排出されるごみも少なくなりました。 

それぞれの地域では住民あげての美化活動が盛んに行われ、ごみのポイ捨てや不法

投棄も少なくなり、美しいまちになっています。 

 

 

 

 

                          美化活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみの減量とリサイクル 
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（３）自然環境 

 

豊かな緑に囲まれた亀岡では、澄んだ空気の中で鳥のさえずりが聞こえ、水のきれ

いな川にはアユモドキをはじめとする多様な魚たちが泳いでいます。 

里山では、市内外の人たちが集まり、間伐材の切り出しや植林作業など山の手入れ

に汗を流し、談笑しながら食事をしたり、レクリエーションを楽しみながらゆったり

とした時間を過ごしています。また子どもたちは、野や山で様々な昆虫等の生き物と

の触れ合いを楽しみ、夜には市内の各河川でホタルのイルミネーションが競い合って

います。豊かな自然の中で環境保全型農業が盛んに行われ、各地の朝市で新鮮な野菜

が販売されています。また地産地消の仕組みもゆきわたっています。 

 

 

 

 

 

 

 

地元でとれた農作物の朝市 

 

 

里山の手入れ 
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（４）地球環境・温暖化対策 

 

太陽光発電や太陽熱利用等の自然エネルギーが各家庭、各企業や公共施設に導入さ

れ、エネルギーの自給率も高くなりました。省エネルギー型の製品が普及したうえ、

みどりのカーテンなどで省エネ対策に取り組む家庭があちらこちらに見受けられま

す。 

まちの中心部では公共交通が整備され、バスや自転車で通勤・通学をする人が増え

ました。また、周辺部を走る車も電気自動車などの低公害車が多くなり、騒音や排気

ガスの少ないまちになりました。集会所ではボランティアスタッフによる環境イベン

トが開かれ、環境負荷が少ないライフスタイルについて討論したり、星空観察などを

体験したりしています。 

 

 

 

 

 

公共交通機関や自転車でのエコ通勤 

 

 

 

 

 

星空ウォッチング 
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